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端末による輸血オーダ＆実施確認開始！
 ２月 18 日より端末による輸血オーダ＆
実施確認が開始されました。現在のところ

大きなトラブルもなく、順調に行われてい

ると輸血部では認識しています。ただ、何

点か運用面で徹底されていない点があり

ます。臨床科の方に周知頂くよう特に以下

の点をご注意下さい。 

A.輸血オーダについて 

１．当日輸血する製剤をオーダする場合に

は『緊急』でオーダして下さい 
 ２月 13 日に各診療科への回覧文書や、
２月 13、14 日に行った説明会の際に各科
代表の方に配布した『輸血オーダ運用マニ

ュアル』に明記されていますが、周知され

ていないようです。表１にオーダ依頼コメ

ント別の対応を示しますので、遵守して頂

くようお願いします。また『緊急』でオー

ダされた場合は、必ず輸血部へ電話連絡も

お願いします。 
《表１：オーダパターン別運用の比較》 

依頼コメント オーダ締切時間  搬出日時 輸血部への電話連絡 

通常 前日 15:00 使用日 不要 

緊急 特になし 即時 必要 

手術必須 前日 12:00 使用日 不要 

手術予備 前日 12:00 使用日 使用前に必要 

＊ 手術が前日に決まる、などに対応するために、『手術必須』はオーダ締切時間後でも輸血部に

電話連絡を頂ければオーダできます。 

２．『製剤コメント』欄にコメントがある

場合はそちらを選択して、『依頼医コメン

ト』に記載しないで下さい 
 『製剤コメント』欄にデフォルトとして、

いくつかのコメントが用意されています

ので、該当の場合は選択して下さい。『依

頼医コメント』はフリーで入力できますが、

元来『製剤コメント』欄に該当コメントが

ない場合や、『製剤コメント』欄に１つし

か入力できないので、２つ以上ある場合に

入力して頂くことを想定してデザインさ

れています。『製剤コメント』欄にあるコ

メントを優先、ない場合に『依頼医コメン

ト』に入力、という運用を周知・徹底して

頂くようお願いします。この件に関しては、

早くも臨床科から改善の要望も出ていま
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すが、改修はすぐにはできません。それま

では何卒この運用でお願いいたします。 
３．『手術予備』で血小板製剤をオーダし

ないで下さい 
 血小板製剤は高価（10単位約 72,000円）
であること、使用期限が短く不使用の場合

の転用が困難でしばしば廃棄となること

より、輸血血液請求書でのオーダの頃より

『追加血』で血小板製剤をオーダすること

はお断りしています（輸血血液請求書の血

小板製剤に追加血の欄はありません）。こ

の件は端末による輸血オーダ開始後も同

じです。従来の『追加血』の運用はこの度

『手術予備』として引き継ぎましたので、

『手術予備』で血小板製剤をオーダしない

ようお願いします。 
 手術で血小板製剤を使用する場合には、

『手術必須』としてあらかじめオーダされ

るか、『緊急』で術中にオーダして頂くよ

うお願いします。 
B.輸血実施について 

１．輸血実施直前に実施確認して下さい 

 輸血過誤を防ぐと言う観点から、実施直

前に実施確認を行って下さい。画面上で確

認して実施する場合には、必ずリターンを

押すか、『実施』ボタンをクリックして下

さい。この操作をして頂かないと、経過表、

ナビカレなどに反映せず、記録上実施した

ことになりません。 

２．実施の事後入力について 

 超緊急時で実施画面を立ち上げる時間

もない場合、またシステム停止時には、従

来通り実施前に２人以上で確認を行って

から実施して下さい。それらの場合には事

後入力して頂くことになりますので、製剤

の血液型、製剤種、製剤番号をカルテに分

かるよう記載、あるいは製剤番号シールの

添付を忘れないようにお願いします。 

３．システム障害時の対応について 

 システム障害時の対応については、２月

12,13 日の説明会でもお話しし、その際各

臨床科の代表にお渡しした資料にも記載

されています。現在までにシステム障害は

発生していませんが、発生した場合には以

下の表２の通り対応して下さい。 

 

《表２ システム障害時の対応》 
障害の内容 オーダ 実施 備考 

オーダ時に障害＊ 伝票（輸血血液請求
書）にてオーダ 

従来通りのダブル

チェックで実施 
実施の記録は従来通りカ

ルテに保存 
実施時に障害 問題なし（オーダは

されている） 
従来通りのダブル

チェックで実施 
実施の記録は一時カルテ

に保管し、システム復旧

時に事後入力 
＊ オーダ時に障害があれば、実施時にシステムが復旧した場合でも端末での実施確認が

できません。従来通りのダブルチェックで確認して輸血実施して下さい。その場合実

施の事後入力もできませんので、必ずカルテに記録を残して下さい。 
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